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【どこでどのような介護を受けたいか】

 厚生労働省の｢高齢社会に関する意識調査｣（全国の４０歳以上の男女を対象）による

と、自分の介護が必要となった場合に、どこでどのような介護を受けたいかの希望に

ついてみると、自宅で介護を受けたいと回答した人の割合(「自宅で家族中心に介護を

受けたい」、「自宅で家族の介護と外部の介護サービスを組み合わせて介護を受けた

い」、「家族に依存せずに生活ができるような介護サービスがあれば自宅で介護を受

けたい」と回答した者の割合の計)は全体で７３.５％となっています。 

また、男女別にみると、男女ともに「家族に依存せずに生活ができるような介護

サービスがあれば自宅で介護を受けたい」と回答した者の割合が最も高くなってい

ますが、男性は「自宅で家族中心に介護を受けたい」と回答した者の割合が２４.０

％と女性（１３.９％）より高くなっています。 

資料：内閣府「高齢社会白書」（平成 30 年版） 
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エ 一人暮らしの場合

平均寿命が年々延びていることもあり、一人暮らしの高齢者は今後ますます増加

すると予想されています。現在、一人暮らしをしている人だけではなく、配偶者や

子供、親などの家族と暮らしている人であっても、今後、一人暮らしを余儀なくさ

れる場合が出てきます。一人暮らしは、日々の生活において制約が少ない、人生に

おける様々な選択の可能性が高いなどのメリットがある反面、病気やけがなど、万

が一の場合への対策を常に考えておく必要があります。 

一人暮らしであっても、親との関わり、兄弟との関わりなど、家族とのつながり

を大切にするほか、身近な居住地域との関わりを意識し、円滑な人間関係を保持す

ることが大切です。 

【一人暮らし高齢者は増加しています】 

 ６５歳以上の一人暮らしの者は男女ともに増加傾向にあり、昭和５５年には６５歳

以上の男女それぞれの人口に占める割合は男性４.３％、女性１１.２％でしたが、令

和２年には男性１５.０％、女性２２.１％となり、令和３２年には男性２６.１％、女

性２９.３％となると見込まれています。 

〇 ６５歳以上の一人暮らし高齢者の動向  

 資料：内閣府「高齢社会白書」（令和６年版） 
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